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１．はじめに

近年，教員採用試験の倍率は低下傾向が続いている。
小学校では，新年度が始まっても学級担任が足りず，教
頭等が担任を兼務している事例もあり，教員のなり手不
足は深刻な状況である。
２０２２年度に実施された教員勤務実態調査の速報値（１）

においては，教師の在校時間は前回調査と比較するとや
や改善傾向にあるものの，依然として長時間勤務の教員
も多いという実態が明らかにされた。
こうした状況を受け，中央教育審議会特別部会は，

２０２３年８月，「教師を取り巻く環境整備について緊急的
に取り組むべき施策（提言）」（２）をまとめた。この中で
は，教員を取り巻く環境は我が国の未来を左右しかねな
い危機的な状況にあるとし，より持続可能な学校の指
導・運営体制を構築していくためには，教育に関わる全
ての者の総力を結集して取り組む必要があるとした。教
員のなり手不足を解消するため，教師のこれまでの働き
方を見直し，長時間勤務の是正を図ること等，教員を取

り巻く環境改善は急務である。
一方，教師を取り巻く厳しい状況を少しでも改善しよ

うと自律的な学校運営を行い努力している学校もある。
学校行事の在り方や指導体制を見直すとともに，２学期
制を導入し，働き方改革の実効性を高めようと学校改善
に着手している。
日本では，お盆や正月等の伝統行事，真夏や真冬にお

ける健康保持のための長期休業等が国民性に合致し３学
期制が継続されてきた。しかし，２００２年度の学校週５日
制の完全実施以降，授業時数を確保することを主なねら
いとし２学期制を導入する自治体が増えた（３）。
ただ，文部科学省の調査（４）によると，２学期制の実

施率は，小学校においては，２００４年度９．４％，２００５年度
１４．０％，２００７年度２０．２％とある一定の広がりは見せたも
のの，それ以降は，２０１３年度２０．９％，２０１８年度１９．４％，
２０２２年度２２．３％と微増微減を繰り返している。
そこで本研究では，校長のリーダーシップのもと，教

員の働き方改革の一環として本年度から２学期制を取り
入れた学校の取り組みに焦点を当てる。本稿では，２学
期制が教員の働き方にどのような影響を及ぼしたのかを
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図１．教育活動の充実に関する結果

図２．子どもと向き合う時間の確保に関する結果

明らかにする。

２．研究方法

２－１ 調査対象と調査時期
調査対象は，C県にあるA市立B小学校の教職員２１

名とした。調査は２０２３年１０月６日に実施した。

２－２ 調査内容
本研究において実施した質問紙は，教員の業務負担を

増やさないように，学校が定期的に実施する学校評価
（教員の自己評価アンケート）の質問項目に入れ込んだ
形で作成した。２学期制に関する質問項目は以下の４項
目である。
⑴ 教育活動の充実について
「２学期制により，１つの学期が長くなり，余裕を

もって落ち着いた学習指導や生徒指導ができたと思う」
⑵ 子どもと向き合う時間の確保について
「２学期制により，ゆとりのある教育活動が展開され，
子どもと向き合う時間の確保ができたと思う」
⑶ 業務改善について
「２学期制により，業務改善が行われ，働き方改革が

推進されたと思う」
⑷ 今後の展望について
「２学期制のよさを感じたので，今後も２学期制がよ

いと思う」
いずれの項目も，「５非常にそう思う」「４そう思う」

「３どちらとも言えない」「２そう思わない」「１全くそ
う思わない」から１つを選択し，その理由を具体的に記
述してもらうようにした（自由記述）。

３．結果と考察

ここでは，調査結果についてその特徴を考察する。さ
らに，各回答の理由について自由記述してもらった内容
から２学期制の教員の働き方に対する影響を評価する。
なお，これ以降の分析・考察では，回答者の選択を

「５非常にそう思う」「４そう思う」は「肯定」，「３ど
ちらとも言えない」は「中立」，「２そう思わない」「１
全くそう思わない」は「否定」と位置づけていく。

３－１ 全体的な特徴
⑴ 教育活動の充実について
「２学期制により，１つの学期が長くなり，余裕を

もって落ち着いた学習指導や生徒指導ができたと思う」

と尋ねた結果を図１に示す。「非常にそう思う」が
７１．４％，「そう思う」が２３．８％で，合わせると９５．２％の
教職員が，２学期制は教育活動の充実につながったと肯
定的に捉えている。「どちらとも言えない」と中立の立
場は４．８％であり，否定的な意見はなかった。

⑵ 子どもと向き合う時間の確保について
「２学期制により，ゆとりのある教育活動が展開され，
子どもと向き合う時間の確保ができたと思う」と尋ねた
結果を図２に示す。「非常にそう思う」が４７．４％，「そう
思う」が５２．６％で，全員が２学期制は子どもと向き合う
時間の確保につながったと答えている。

⑶ 業務改善について
「２学期制により，業務改善が行われ，働き方改革が

推進されたと思う」と尋ねた結果を図３に示す。「非常
にそう思う」が３０．０％，「そう思う」が３５．０％で，合わ
せると６５．０％の教職員が２学期制は業務改善につながっ
たと肯定的に捉えているものの，「どちらとも言えない」
と中立の立場が２５．０％，「そう思わない」と否定的な立
場が１０．０％と教職員の意見が分かれた。
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図３．業務改善に関する結果

図４．今後の展望に関する結果

⑷ 今後の展望について
「２学期制のよさを感じたので，今後も２学期制がよ

いと思う」と尋ねた結果を図４に示す。「非常にそう思う」
が７６．２％，「そう思う」が１９．０％で，合わせると９５．２％
の教職員が，２学期制を継続してほしいと肯定的に捉え
ている。「どちらとも言えない」と中立の立場は４．８％で
あり，否定的な意見はなかった。

３－２ 理由づけ（自由記述）の分析
理由づけの分析にあたっては，KH Coder３による計

量テキスト分析を行った（５）（６）（７）（８）。
まず，前処理をして抽出語を確認した。「学期制」「子

どもたち」「夏休み前」「７月」「成績処理」「在校時間」
「業務改善」「校長先生」「秋休み」の抽出語が分離され
ていたので，これらを強制抽出されるように設定した。
文書の単純集計結果は，次の通りである。
⑴ 教育活動の充実については，２０の段落，３３の文が
確認された。分析対象となる総抽出語数は７５０語，異
なり語数は２２３語であった。
⑵ 子どもと向き合う時間の確保については，２１の段
落，２８の文が確認された。分析対象となる総抽出語数
は５４４語，異なり語数は１７９語であった。
⑶ 業務改善については，２１の段落，３０の文が確認さ
れた。分析対象となる総抽出語数は５７５語，異なり語
数は１８４語であった。
⑷ 今後の展望については，２４の段落，２９の文が確認
された。分析対象となる総抽出語数は５５２語，異なり
語数は２０１語であった。
これらの中から抽出された語のうち，それぞれの質問

項目において出現回数の多かった上位２５語は表１の通り
である。⑴―⑷の質問項目に対して，４項目すべての中
から抽出された語は，時間（２５回），思う（２４回），夏休
み（１３回），あゆみ〈注（１）〉（１２回）であった。また，３
項目の中から抽出された語は，子どもたち（２４回），学期
制（２２回），余裕（１８回），学習（１３回），感じる（１２回），

表１．教育活動の充実，子どもと向き合う時間，業務改善，今後の展望に関する自由記述における頻出語（上位２５位）
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成績処理（１１回），夏休み前（１１回）であった。これら
の語は，『「学期制」を変更することによって，「時間」
や「余裕」という時間に関すること，「あゆみ」や「成
績処理」という評価に関すること，「夏休み」や「夏休
み前」という時期に関すること対して，教師は思い（「思
う」），感じている（「感じる」）』とつなぎ合わせること
ができる。さらに，⑴の質問項目の１位の抽出語は，評
価（１２回）である。あゆみ作成に関連する業務の抽出語
「評価」「あゆみ」「成績処理」の３語の合計出現回数は
３５回となる。あゆみ作成は，教師にとって大きな負担と
なっており，２学期制に伴いあゆみ作成の回数を減らす
ことは，教員の負担軽減につながると考えられる。

３－３ 階層的クラスター分析
⑴―⑷のそれぞれについて，出現傾向の似通った語の

組み合わせにどのようなものがあったのかを探索するた
めに階層的クラスター分析を行い，デンドログラム（樹
形図）を作成した。また，KWICコンコーダンス（抽出
語の前後の文脈を確認できる機能）を用いて，これらの
語が文章中でどのように使われていたのか，その文脈を
確認していった。

⑴ 教育活動の充実について
「２学期制により，１つの学期が長くなり，余裕を

もって落ち着いた学習指導や生徒指導ができたと思う」
についての理由に関する階層的クラスター分析の結果を
図５に示す。９のクラスターに分類された。
第１のクラスターは，「見る」「スパン」「児童」「変

容」「長い」であった。「２学期制はゆとりがあり，長い
スパンで児童の変容を見ていくことができる」（肯定），
「特別支援学級の子どもたちの実態を考えると，長いス
パンの方が子どもたちの変容を評価しやすかった」（肯
定），「１００日のスパンで学習計画や主題研究ができる」
（肯定）等，１つの学期が長くなることにより，児童の
変容の見取りや評価がしやすくなるだけでなく，教員研
修も充実した様子が窺える。
第２のクラスターは，「定着」「学力」「基礎」であっ

た。２学期制が基礎学力にどのような影響を及ぼしたか
についての記述があった。「基礎学力の定着の時間の確
保ができた」（肯定）という声がある一方，「余裕をもつ
ことはできたが基礎学力の定着につながったか分からな
い」（肯定）との声もあった。
第３のクラスターは，「夏休み」「作成」「あゆみ」で

あった。「あゆみの作成が２回になることで，その分の
時間を教育活動にあてることができた」（肯定），「あゆ

みの作成は，夏休み中にあらかたしておくことによ
り，９月中の負担を減らすことができた」（肯定）等，
あゆみの作成回数と作成時期の変更により負担が軽減さ
れ教育活動が充実したと推察される。
第４のクラスターは，「少し」「学期」「良い」であっ

た。「（今までは）１学期末に，評価のために少し急いで
学習をしてしまったような場面を今回はしっかりと学習
することにより子どもたちに力をつけられた」（肯定）
と，学期末に時間的なゆとりが生じることにより学習指
導が充実できたとの満足感が確認された。
第５のクラスターは，「月」「学習」「単元」「成績」で

あった。「２学期制になって７月の最後までしっかり学

図５．教育活動の充実についての階層的クラスター分析



２学期制が教員の働き方に及ぼす影響 ７１

習ができた」（肯定），「成績の締めに追われて単元が端
折られることが少なく，夏休み前の学習がしっかりと進
められた」（肯定）等，７月の学習指導が充実した様子
が読み取れる。
第６のクラスターは，「授業」「追う」「課題」「夏休み

前」であった。「授業時数や進度に追われることなく，
授業に取り組むことができた」（肯定），「夏休み前に（児
童の）課題を保護者に伝えることで，後半への課題克服
につながった」（肯定）等，夏休み前に保護者と連携す
ることで，夏休みの生活が充実し，夏休み後の子どもの
成長につながることが示唆された。
第７のクラスターは，「思う」「先生」「様子」であっ

た。「３学期制の学校の様子と比べ，先生方の多忙感の
違いは大きいと思う」（肯定），「夏休み前に先生たちの
余裕があり，とてもよいと思う」（肯定），「先生たちの
様子を見てゆとりがあると思いました」（肯定）等，３
学期制の頃とは違う先生方の様子が窺える。
第８のクラスターは，「余裕」「指導」「子どもたち」

「時間」「取れる」であった。「教師に余裕が生まれたた
め，子どもたちに寄り添う落ち着いた指導や教職員の情
報共有の時間も取れた」（肯定），「余裕をもって指導が
できたので評価がしやすかった」（肯定），「２学期制に
なり，そのばたつきがなく余裕をもって学習指導にあた
ることができた」（肯定）等，時間的なゆとりが子ども
たちへの充実した教育活動につながっていったと考えら
れる。しかし，「子どもたちの理解として，長い休みを
区切りとした３学期制の方がしっくり来やすいようで説
明が難しかった」（中立）と，子どもの立場から見た２
学期制のよさは何であり，それを子どもたちにどのよう
に伝えていくのかという課題も浮かび上がってきた。
第９のクラスターは，「学級」「活動」「計画」「学期

制」「材料」「評価」であった。「２学期制になり評価の
材料が増えたので，様々な視点から評価ができた」（肯
定），「評価をする材料が十分に集められた」（肯定），
「余裕をもって指導ができたので評価がしやすかった」
（肯定）等，教師の時間的なゆとりが子どもたちの細や
かな見取りと評価につながっていったようである。

⑵ 子どもと向き合う時間の確保について
「２学期制により，ゆとりのある教育活動が展開され，
子どもと向き合う時間の確保ができたと思う」について
の理由に関する階層的クラスター分析の結果を図６に示
す。６のクラスターに分類された。
第１のクラスターは，「増える」「心」「相談」「一人ひ

とり」「週間」であった。「心の相談日週間を生かして，

一人ひとり面談を行うことができた」（肯定），「ゆとり
をもって，子どもたち一人ひとりとの対話が増えた」
（肯定）等，教師が心の余裕を持つことで子どもたちと
向き合う時間が増えていったことが窺える。
第２のクラスターは，「夏休み前」「評価」「頑張る」

であった。「夏休み前のあわただしさ，殺伐とした空気
がなかった」（肯定），「毎年７月をばたばたと過ごして
いたが，夏休み前までゆったりと子どもたちに接するこ
とができた」（肯定）等のゆとりある教育活動だけでな
く，「夏休み前に保護者にここを頑張ってほしいと伝え
た内容を（その子が）その後に頑張ったことを評価した
い」（肯定）というような効果的な教育活動も展開され
たようである。
第３のクラスターは，「感じる」「多い」「あゆみ」「夏

休み」「期間」であった。「あゆみの作成についても夏休
みに取り組まれている先生方も多かった」（肯定），「評

図６．子どもと向き合う時間の確保についての階層的ク
ラスター分析
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価を夏休み期間中にゆっくりと見ることができた」（肯
定）等，あゆみ作成時期の移動について肯定的な意見が
述べられていた一方で，「あゆみの期間と参観の日が重
なってしまい少し大変だった」との意見もあった。学校
行事の時期見直しの検討が必要かもしれない。
第４のクラスターは，「昼休み」「長い」「子どもたち」

「時間」「向き合う」「余裕」「思う」「活動」「忙しい」
であった。「子どもたちに寄り添う時間をいつもより確
保できたと思う」（肯定），「子どもたちとより深くかか
わることができたように感じる」（肯定），「時間的には
とても余裕があり，子どもたちとゆったりと過ごすこと
ができたと思う」（肯定）等，子どもたちにしっかりと
向き合った教師たちの確かな手応えと満足感が記されて
あった。
第５のクラスターは，「大きい」「放課後」「確保」で

あった。「２学期制もあるが，放課後学習がなくなった
ことによる放課後の時間確保が大きい」（肯定）との意
見もあった。
第６のクラスターは，「学習」「成績処理」「過ごす」

「７月」「接する」であった。「７月中に落ち着いて学習
活動を行えた」（肯定），「子どもたちと関わりにくくな
る７月でも余裕をもって関わることができた」（肯定），
「７月に成績処理等がなかったため，ゆとりをもって子
どもたちと接することができた」（肯定）等，２学期制
に伴う７月の業務内容の変化が，教育活動の質の向上へ
と連動していったことが推察される。

⑶ 業務改善について
「２学期制により，業務改善が行われ，働き方改革が

推進されたと思う」についての理由に関する階層的クラ
スター分析の結果を図７に示す。６のクラスターに分類
された。
第１のクラスターは，「感じる」「回数」「減る」であっ

た。「あゆみを見る回数が減ったことは間違いなく業務
改善を担っている」（肯定）という声がある一方，「結局
１学期に行っていた仕事を夏休みに行ったという点では
仕事の量は減っていないと感じた」（肯定），「夏休みに
成績のことを感じながら過ごしたのはとてもストレスで
あった」（肯定），「成績処理の回数は減ったが，それ以
外に関しては，あまり大きな変化は感じていない」（中
立），「残業等を考えると仕事量が減ったとはあまり思わ
ない」（否定）等，肯定的・中立的な立場の教職員から
も，２学期制が業務改善につながっていないという声が
多く記されていた。
第２のクラスターは，「学期制」「業務」「業務改善」

であった。ここでも，「働き方改革をするためにも２学
期制は有効だ」（肯定），「成績処理関係の業務を夏休み
に入れることにより，その後の負担を減らすことができ
た」（肯定）という考えがある一方で，「２学期制になっ
てあゆみは２回になったが，その他の業務がたくさんあ
るので業務改善ができているかは分からない」（中立），
「２学期制によるかの判断が難しい」（中立）等の考え
も示された。２学期制により，成績処理等の業務を行う
時期がずれ，業務が分散されたことによる負担軽減は効
果があったと思われるが，業務量自体は大きく変わって
いないとも解釈できる。
第３のクラスターは，「仕事」「考える」「改善」「働

く」であった。ここでは，第１クラスターと同様の意見
がある一方，「私たちが働きやすいように考えてくだ
さっている」（肯定），「自身の在校時間については改善
の余地が大きい」（肯定）等，職場全体で環境改善に努
めようとする雰囲気が感じられた。
第４のクラスターは，「自身」「早い」「放課後」「時

間」「学年」「在校時間」「思う」であった。「夏休みの時
間を活用して成績処理を進めることができた」（肯定），
「放課後の時間を上手く使うことができた」（肯定），

図７．業務改善についての階層的クラスター分析
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図８．今後の展望についての階層的クラスター分析

「あゆみ作成を６月や７月に残ってすることがなかった
ので在校時間の短縮につながった」（肯定）等，２学期
制により時間の有効活用ができたようである。
第５のクラスターは，「あゆみ」「作成」「月」であっ

た。「あゆみ作成を夏休みに行うことができた」（肯定），
「所見の作成等，成績処理関係の業務を夏休みに入れる
ことにより負担を減らすことができた」（肯定）等，あ
ゆみ作成の時期をずらすことで業務が分散されたようで
ある。
第６のクラスターは，「夏休み」「行う」「成績処理」

「活用」「使う」であった。「夏休みの時間を活用して成
績処理を進めることができたため，放課後の時間を上手
く使うことができた」（肯定）等，夏休みに成績処理を
行える利点があるとの意見もあった。

⑷ 今後の展望について
「２学期制のよさを感じたので，今後も２学期制がよ

いと思う」についての理由に関する階層的クラスター分
析の結果を図８に示す。６のクラスターに分類された。

第１のクラスターは，「授業」「日程」「参観」であっ
た。「人権授業参観やスポーツデイ，自然教室の日程等

が考慮できるとよりよい」（肯定），「学習参観の時期を
できればずらしたい」（肯定）等，２学期制を効果的に
するための学校行事の時期についての案が示されてい
た。
第２のクラスターは，「学習」「向き合う」「時間」「子

どもたち」であった。「夏休み前のバタバタ感がなくな
り，子どもたちへ向き合う時間や学習時間をしっかり確
保できていた」（肯定），「長い目で子どもたちの成長が
見れる」（肯定）等，時間的にゆとりができ，その時間
が子どもたちのために活用されていったことが窺える。
第３のクラスターは，「夏休み」「成績処理」「メリッ

ト」「大きい」であった。「成績処理が年２回で済むのは
ありがたい」（肯定），「成績処理の業務を夏休み中にあ
る程度完了できるメリットは大きい」（肯定）等，教員
にとって成績処理をする回数や時期は，業務に関する負
担軽減の大きな要素であることが分かる。
第４のクラスターは，「あゆみ」「減る」「回数」「夏休

み前」であった。「あゆみが２回になったことで，かな
り仕事への負担が減った」（肯定），「あゆみの回数が
減ったことと夏休み前の時間を効果的に使えたことがよ
かった」（肯定）等，教員にとってあゆみ作成の回数が
２回に減ったことは，かなりの負担軽減になったと思わ
れる。
第５のクラスターは，「学期制」「思う」「余裕」「先

生」「思える」であった。「心と体に余裕が持てたので絶
対に２学期制がいい」（肯定），「２学期制のゆとりを実
感したので他校にも広げたい」（肯定）等，余裕をもっ
て教育活動に取り組むことのできる２学期制を継続した
いとする声が多数ある一方，「２学期制の説明の仕方に
はまだ検討すべき部分がある」（中立）との声もあった。
「なぜ２学期制なのか」を子どもや保護者に丁寧に説明
しながら教育効果をさらに高めていく工夫が求められて
いる。
第６のクラスターは，「秋休み」「長い」「負担」「感じ

る」であった。「秋休みの存在も，教師・子ども双方に
とってメリットがあると感じる」（肯定），「（旧）長い２
学期を乗り切る上で，秋休みは一つの節目になる」（肯
定）等，秋休みについての考えも示された。

４．おわりに

本稿では，校長のリーダーシップのもと，教員の働き
方改革の一環として取り入れた２学期制が教員の働き方
にどのような影響を及ぼしたのかを明らかにすべく，教
職員への質問紙調査をKH Coder によるテキストマイ
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ニング分析を行い考察した。
その結果，①２学期制は，１つの学期が長くなるので

児童の見取りや評価がしやすくなる，②あゆみ作成の回
数が減るので業務の負担軽減につながる，③あゆみ作成
の時期が夏休みにずれ込み業務時期が分散されるので７
月に時間的なゆとりが生まれる，④７月に時間的なゆと
りが生まれることで学習指導が充実したり子どもと向き
合う時間が確保できたりする，⑤夏休み前に保護者と連
携することで夏休みの生活が充実し夏休み後の成長が期
待できる等，教員の働き方を改善し，教育活動を充実さ
せていく可能性をもった取り組みであることが分かっ
た。
その一方で，３学期制に慣れた子どもや保護者にその

良さや効果をどのように伝えていくのか，あゆみの回数
が１回減っただけで本当に業務量が減ったと言えるのか
等が課題として挙げられた。
A市立B小学校では，９５．２％の教職員が，本年度開

始した２学期制の取り組みを今後も継続してほしいと
願っている。業務を軽減し，業務を分散させていった校
長のリーダーシップがこの状況を生み出したと言える。
教員がゆとりを持ち，生き生きと働くことは，そのま

ま子どもたちへの教育活動の質向上につながっていく。
教員を取り巻く環境改善が急務であるだけに，まだ始
まったばかりではあるが，この２学期制の取り組みの改
善・充実に期待したい。と同時に，教員の働き方改革を
支援する意味でも，B小学校での２学期制の取り組みを
継続観察できればと考えている。
A市においては，働き方改革としての２学期制の取

り組みが少しずつ広がりつつあるという。B小学校１校
だけでなく，A市の２学期制の取り組み全体にフィー
ルドを広げることは本研究の課題でもある。

〈注〉

（１）あゆみとは，学期の終わりに学校（担任）から渡
される通知表のことである。法的に規定されている表簿
ではないため，「通信簿」「通知票」「あゆみ」等呼び方
も学校によって異なる。また，形式や内容も学校ごとに

相違が見られる。一般的に，児童の成績や学校での様子
について記されることが多い。
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